
藤
岡

一
氏
（

中

西

利

雄

氏

（

山

口

長

男

氏

（

巴
里
郊
外
ベ
ル
サ
イ
ュ
に
滞
在
で
す
。
そ
れ
で
此
の
大
先
輩
方
の
御
束
巴
を

機
と
し
て
、
七
月
二
十
六
日
の
夕
、
巴
里
日
本
人
會
で
在
巴
里
美
校
々
友
會

を
催
し
ま
し
た
所
未
曾
有
の
盛
會
、
二
三
の
旅
行
中
の
人
を
除
い
て
全
部
出

席。
来
會
者
は
岡
田
三
郎
助
先
生
、
同
令
夫
人
八
千
代
子
様
を
は
じ
め
卒
業
年

次
に
書
い
て
み
ま
す
と
、

0
明
治
時
代

平
福
稲
垣
和
田

百
穂
氏
（
三
二
、
日）

吉
蔵
氏
（
三
七
、
彫）

季
雄
氏
（
四
四、

彫）

0
大
正
時
代

岡
見

――-
、
西
）

五
、
西）

七
、
西
）

＿艮
夫
氏

(
1
0、

〔
香
邦
〕

邦
香
氏
（
一
―
‘

鹿
之
助
氏
(
-
三
、

後
藤
禎
二
氏
(
-
五
、

0
昭
和
時
代

日）西）西）西）

二
、
西）

二
、
西
）

二
、
西）

荻

須

高

徳

氏

（

小

堀

四

郎

氏

（

荻

野

映

彦

氏

（

上
田

岡 園
郡

佐
分
和
田

山
崎

田
ロ

映
丘
氏
（
三
七
、

嗣
治
氏
（
四
三
、
西）

五
、

七
、

七
、

省
吾
氏

(
1
0、

松

岡

銀

六

氏

（

九
、
師
）

長
谷
川
路
可
氏

(
1
0、
日）

西

村

叡

氏

（

r、、
ー

西）

頓

野

保

彦

氏

（

八
、
西）

鶴
見
小
泉

素
彦
氏
（

富
雄
氏
（

守
雄
氏
（

角
野
判
治
郎
氏
（

遠

田

運

蔵

氏

（

鑢

利

彦

氏

（

松
岡
藤
田

日）西）西）西）西）

員
氏
(
―
-
、
西）

洞
氏
(
-
五
、
西）

幹
一
氏
（
一
五
、
圏
）

二
、
西）

二
、
西）

二
、
西）

四
郎
氏
（

辰
夫
氏
（

島
村
三
七
雄
氏
（

淳
二
氏
(

二
、
西）

三
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

五
、
西）

璽
―
―
氏
(

矢

橋

六

郎

氏

（

此
の
外
家
族
と
し
て
藤
田
氏
令
甥
芦
原
氏
、
和
田
季
雄
妻
仲
子
、

夫
人
信
子
様
、
島
村
氏
夫
人
フ
サ
ノ
様
、
そ
の
外
二
人

〔
中
略
〕
（
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
九
巻
第
四
号
所
載
鈴
川
信

一
宛

和
田
書
簡
）

和
田
は
昭
和
六
年
六
月
十
九
日
に
帰
国
し
、
復
職
。
同
七
年
教
授
と
な
り
彫

刻
科
彫
刻
実
習
授
業
を
担
当
し
、
教
務
掛
主
任
、
生
徒
主
事
を
兼
任
し
た
。
同

八
年
、
シ
カ
ゴ
万
国
博
出
品
協
会
よ
り
日
本
館
美
術
工
芸
部
事
務
担
当
の
依
頼

を
受
け
て
五
月
か
ら
八
月
に
か
け
て
渡
米
し
た
後
、
九
月
三
十
日
付
で
退
官
し

て
い
る
。
な
お
、
和
田
は
正
木
直
彦
の
妻
郁
子
の
弟
に
当
た
る
。

巴
里
日
本
美
術
展
覧
会

啓
三
氏
（

三
、
西）

三
、
西）

四
、
西）

四
、
西）

五
、
西）

田
口
氏

④
 

昭
和
四
年
(
-
九
二
九
）
初
夏
、
パ
リ
で
日
本
美
術
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
た
。

正
木
直
彦
校
長
を
は
じ
め
と
す
る
本
校
関
係
者
の
尽
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き

い。

こ
れ
に
つ
い
て
は
黒
田
鵬
心
著
『
巴
里

の
思
出
』
（
昭
和
一二
十

一年
、
趣
味

普
及
会
）
や
正
木
直
彦
著
「
十
三
松
堂
閑
話
録
日
巴
里
日
本
美
術
展
覧
会
図
録

に
序
す
」
（
『東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
十
八
巻
第
三
号
に
転
載
）
に
詳
し

輻
井

八
月
一
日

清
水

第2¥ 

吉
井

久
保
手
島

貢
氏
（

二
木

天
野
武
吉
郎
氏
（

中
井
惣
之
助
氏
（

守
氏
（
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在巴里本校校友会記念撮影

（『東京美術学校校友会月報』第29巻第4号より転載）

く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

『
巴
里
の
思
出
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
巴
里
日
本
美

術
展
覧
会
」
は
黒
田
鵬
心
が
編
集
し
、
正
木
直
彦
の
名
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た

報
告
書
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
同
三
年
秋
に
仏
国
大
使
ロ
ベ
ー
ル

・
ド

・

ビ
イ
か
ら
正
木
に
右
展
覧
会
開
催
の
申
し
込
み
が
あ
り
、
政
府
も
了
承
し
た
の

で
、
左
記
の
役
員
会
が
組
織
さ
れ
て
準
備
が
進
め
ら
れ
た
。

日
本
側
名
脊
顧
問

外
務
大
臣
田
中
義
一
、
文
部
大
臣
勝
田
主
計
、
駐
仏
日
本
大
使
安
逹
峰
一

郎
、
外
務
省
大
使
館
参
事
官

・
侯
爵
小
村
欣
一

、
侯
爵
細
川
護
立
、
外
務

省
情
報
部
長
斎
藤
禅
、
東
京
美
術
学
校
長
正
木
直
彦
。

仏
国
側
名
誉
顧
問

陳
列
委
員

外
務
大
臣
ア
リ
ス
テ
ュ
ド

・
プ
リ
ア
ン
、
教
育
美
術
大
臣
。ヒ
エ
ル

・
マ
ロ

ー、

美
術
次
官
フ
ラ
ソ
ソ
ア

・
ボ
ソ
セ
、
外
務
次
官
フ
ィ
リ
ッ
プ

・
ベ
ル

ト
ロ

ー、

駐
日
仏
国
大
使
ロ
ベ
ー
ル

・
ド

・
ビ
イ

日
本
側
組
織
委
員

委
員
長
正
木
直
彦
、
委
員
竹
内
栖
鳳
、
同
結
城
素
明
、
同
津
田
信
夫
、
同

清
水
六
兵
衛
、
幹
事
田
辺
孝
次
、
同

・
兼
巴
里
派
述
員
黒
田
鵬
心
。

仏
国
側
組
織
委
員

。ヒ
ラ
（
外
務
省
文
化
事
業
部
長
）
、
デ
ザ
ロ
ワ
（
ジ
ュ

・
ド

・
ポ
ー
ム
館

長）
、
組
織
代
表
ニ
ル
マ
ソ

・
デ
ル
ス
ニ
ス
、
同
ジ
ェ
ラ
ー

・
フ
ル
マ
ソ

゜

委
員
長
藤
田
嗣
治
、
委
員
和
田
季
雄
、
同
矢
沢
弦
月
。

役
員
の
う
ち
、
既
出
の
正
木
の
外
に
結
城
素
明
、
津
田
信
夫
は
本
校
教
授
。

田
辺
孝
次
、
和
田
季
雄
は
同
助
教
授
。
藤
田
嗣
治
と
矢
沢
弦
月
は
同
卒
業
生

で
、
藤
田
は
フ
ラ
ン
ス
に
滞
在
し
て
活
躍
中
で
あ

っ
た
が
、
矢
沢
は
特
に
こ
の

展
覧
会
の
用
務
を
帯
ぴ
て
文
部
省
か
ら
同
地
に
派
造
さ
れ
た
。

出
品
作
は
日
本
画
家
、
工
芸
家
の
新
作
と
近
代
日
本
画
の
名
品
か
ら
成
り
、

合
計
約
四
百
点
で
、
本
校
所
蔵
の
狩
野
芳
崖
筆
牧
童
、

巨
勢
小
石
筆
秋
野
鹿
、

橋
本
雅
邦
筆
白
雲
紅
樹
、
川
端
玉
章
箪
愚
堤
春
暁
、
小
堀
靭
音
筆
武
者
や
細
川

護
立
所
蔵
の
菱
田
春
草
筆
黒
き
猫
、
横
山
大
観
鰍
生
々
流
転
な
ど
も
含
ま
れ
て

、こ
。

し

tバ
リ
で
は
和
田
季
雄
、
矢
沢
弦
月
、
。ヒ
ラ
、
デ
ザ
ロ
ワ
、
デ
ル
ス
ニ
ス
お
よ

び
そ
の
義
弟
フ
ル
マ
ン
、
黒
田
鵬
心
、
藤
田
嗣
治
ら
が
鋭
意
準
備
に
あ
た
り
、

六
月
一

日
に
リ
ュ
ク
サ
ン
プ
ー
ル
美
術
館
の
附
属
館
に
し
て
よ
く
外
国
美
術
の

展
覧
会
が
行
わ
れ
て
い
た
ジ
ュ

・
ド

・
ポ
ー
ム
に
お
い
て
展
茂
会
が
始
ま
っ
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出
張
ノ
目
的

助
数
授
青
山
新
ハ
西
洋
美
術
史
ノ
専
攻
者
ニ
シ
テ
其
ノ
研
究
上
古
代
二
潮

出
張
期
間

出

張

地

官

氏

名

東
京
美
術
學
校
助
数
授
青
山
新

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦
、
英
吉
利
國
、
希
服
國
、
土
耳
古
図
、
埃

及
、
西
部
亜
細
亜
地
方
（
バ
レ
ス
タ
イ
ン
、

シ
リ
ヤ
、
イ
ラ

ク
）
波
斯
國
、
印
度

昭
和
四
年
八
月
一
日
出
焚
シ
昭
和
五
年
――一
月
末
H
迄
二
帰
還
ス

ル
豫
定
ニ
テ
八
ヶ
月
間
ナ
リ

案赦
官
外
國
出
張
ノ
件
上
申

た
。
七
月
二
十
五
日
の
閉
会
ま
で
に

三
八
、
ニ
ニ

八
人
の
入
場
者
が
あ
り
、
新

作
の
う
ち
―
―
四
点
の
売
約
が
な
さ
れ
、
フ
ラ
ソ
ス
政
府
が
十
三
点
を
、
。ハ
リ

と
ロ
ソ
ド
ソ
の
日
本
大
使
館
が
計
四
点
を
買
上
げ
、
成
功
裡
に
閉
会
し
た
。

⑤

青
山
新
の
海
外
旅
行

昭
和
四
年
七
月
十
二
日
、
助
教
授
青
山
（
の
ち
和
田
と
改
姓
）
新
は
欧
州
、

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
西
部
ア
ジ
ア
地
方
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
青
山
は
明
治
三
十

二
年
五
月
七
日
大
阪
市
に
生
ま
れ
、
大
正
十
三
年
本
校
西
洋
画
科
を
卒
業
し
、

翌
十
四
年
十

一
月
か
ら
約
一
年
間
助
手
（
美
術
史
研
究
室
勤
務
兼
文
庫
掛
勤

務
）
を
つ
と
め
て
講
師
と
な
り
、
「
西
洋
彫
刻
史
」
授
業
を
担
当
。
矢
代
幸
雄

教
授
の
も
と
で
研
究
を
続
け
、
昭
和
四
年
に
助
教
授
と
な
っ
た
。

旅
行
地
、
旅
行
目
的
等
は
左
記
の
上
申
書
案
（
「
呻
五
職
員
関
係
粛
類
叱
初
」
に
収

録
。
七
月
八
日
発
送
）
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

希
脹 ー
ゴ
ー
ス
ラ
ヴ
ィ
ヤ

滞
在
一
ヶ
月

ス
ウ
ィ
ス

チ
ェ
ッ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ャ

英
吉
利

滞
在
一
ヶ
月

伊
太
利

本
校
々
館
費
ノ
内
ョ
リ
支
給
ッ
外
二
財
園
法
人
啓
明
會
ョ
リ
研

究
補
助
ト
シ
テ
若
干
ヲ
給
セ
ラ
ル
、
見
込

右
記
述
ノ
事
情
二
付
宵
山
新
二
歌
洲
其
他
各
地
へ
出
張
ノ
御
痰
令
相
成
度
此

段
上
申
候
也

な
お
、
海
外
旅
券
請
求
文
書
（
七
月
十
七
日
発
送
）
案
に
添
付
さ
れ
て
い
る

青
山
自
身
の
「
海
外
研
究
旅
行
予
定
」
に
は
啓
明
会
よ
り
の
補
助
費
六
千
八
百

円
を
旅
費
に
充
て
る
こ
と
と
、
次
の
よ
う
な
旅
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
往
路
）
シ
ベ
リ
ヤ
笹
由

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦

ボ
ー
ラ
ン
ド

獨
逸

滞
在
一
ヶ
月

白
耳
義

和
蘭

年
文
部
大
臣
宛

月

日

出
張
旅
喪

以
テ
本
出
張
ヲ
要
ス
ル
ナ
リ

佛
聞
西

学
校
長

澳

太

利

洪

牙

利

ユ

及
シ
テ
歌
洲
美
術
ノ
亜
細
亜
諸
國
二
東
漸
シ
タ
ル
過
程
及
反
到
二
東
方
諸

國
ノ
美
術
ガ
駄
洲
二
流
入
シ
テ
種
々
ナ
ル
影
響
ヲ
及
ボ
シ
相
互
的
二
交
錯

シ
タ
ル
脈
絡
道
途
ヲ
考
索
討
尋
ス
ル
ニ
就
テ
前
記
諸
外
國
二
於
ケ
ル
現
存

遺
留
ノ
古
美
術
品
又
ハ
遺
迩
ヲ
宜
地
見
学
シ
テ
史
的
考
察
二
資
シ
｛
鳥
員
撮

影
等
ノ
方
法
ニ
ョ
リ
廣
ク
其
等
ノ
研
究
資
料
ヲ
蒐
集
セ
ン
ト
ス
ル
目
的
ヲ
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